特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年３月1日３９7号
炭焼き体験二日目　10名の参加　原木の窯入れと着火　前夜からの小雨が降り続けています。これくらいの雨では中止するわけにはいかないと窯場にテントと張りました。ほどなく三々五々集まった9人が窯の中で待っている森島さんに原木を運び込み詰め込みを始め、約1時間弱で、着火、焚口で激しく燃やし、4時ごろにはもくもくと煙が吐き出されましたが、翌朝には鎮火して、翌日午後再着火する。その後順調に進んでいます。炭の窯出しは3月10前後に予定しています。作業時間は3時間程度です。窯出し作業に御参加下さい。
普賢寺地域(水取・打田)猪防御柵の出会い作業　25日26日に施行　猪の被害が大きく出没の範囲が更に広くなって、市議会でも取り上げられ、一部負担をして農家の方々が出会いで防御網の設置が行われました。これで一安心です。しかし、電信柱のない里山風景の典型的な田園風景を失うことになりました。里山農園の先駆けの稲作の田圃も大きな被害にあってきました。仕方がないことでしょうか？
会員が244名になりました。あと6名を迎えれば念願の250人に到達です。これまで本当によく頑張っていただいています。ご入会という結果に結びついていないけれども、多くの皆さんが「会の呼掛け」にこたえてご勧誘戴いているからこそ、あと少しのところにきているのです。本当にありがとうございます。いよいよ残り1カ月、3月24日には本年度最後の第3回理事会です。この日には何とかして到達したいものです。みなさん!! もうひと踏ん張りよろしくお願いします。

24年度地域力再生プロジェクト事業交付金申請について検討始まる　これまで里山の会の典型的な取り組みの一つである炭焼き体験は、始めた頃60人も押し寄せる大盛況で、ひと冬に3回も炭焼きをする時期もありました。近年参加者が激減し、事務局メンバーによる継続となっています。巻き返しのためには窯場の整備が必要だとの意見があり、屋根を付け窯をカバーすること、雨天でも作業のできる施設に充実させること、重い原木の窯入れ作業の改善を行い、重労働からの軽減対策を行って挽回してはどうだろうかと言った意見がありました。その他防賀川ワークショップの継続を図り下流への植樹運動、川の美化意識の啓発、川の役割の再認識を目指そうという意見、園芸研究所跡地の有効利用・農業体験と食文化のセンター的役割を持つ活動の拠点にする声等が上がっています。これ以外のご意見もぜひお聞かせ下さい。助成金事業でなくてもリクエストを待っています。
24年度活動方針の検討始まる　　希望されるイベントをリクエストください。お待ちしています　長年到達できなかった250会員到達が目前に迫ってきています。みなさんのご協力をお願いします。新しいくご加入いただいた皆さんの希望はどの様なものなのでしょうか。11年度を振り返りますと事業数はかなりこなしました。観察や調査では画期的で華々しく格別な成果を揚げられませんでしたが、木津川の希少植物の生育場所の明示杭82箇所の設置、里山農園農業塾の開催、そして京都府植物誌目録ノートの「資料原本の発刊」は近年どなたもなしえなかった貴重な資料の集約をなしえました。もちろん京都府の地域力再生プロジェクト事業の交付金があって、里山の会の負担もかなりのものでしたが、発刊できました。京都府綜合資料館と京都府立図書館、山城郷土資料館、京田辺市中央図書館に寄贈させていただき、植物に関心を持っていただく皆さんの研究に役立てていただきたいと思っています。このほか防賀川での植樹について4回のワークショップを取り組み、18日に植樹祭を取り組むことになりました。今、準備に大わらわです。また、京田辺市の最高峰に登ろう｢尾根筋ハイキング｣のコース整備もすすみ、歩くギャラリーの掲示板30本が20日に完成の予定です。幕開けは里山の会「絵画部の作品30点」の掲示で、ハイカーの方々へのお披露目をする準備をしています。こんな地道な活動を土台に、新加入戴いた皆さんと更に飛躍できるような方針を検討しています。どなたからでもご意見や要望をおよせください。お待ちしています。
中津川敬朗さんから講演会資料が届く　中津川さんは山城地域きっての郷土史研究家として長年調査研究活動を続ける一方、仲間との連携も大切にされています。今回講演をお願いしてからも資料の整理と提供の為に御苦労を戴いています。福井浪恵さんに先生との調整をお願いしてきました。先生から数々の貴重な資料が届けられています。当日の講演は多くの方が期待されておられるようにお聞きしています。また収集された貴重な資料を使ってお話だと思います。山城について木津川についてご興味のある方は万障繰り合わせご参集ください。　お待ちしています。
10日　13時30分　フォーラム「誰の為に河川を美しくするのか」　淀川河川事務所の伏見出張所　三栖閘門の前　

琵琶湖・淀川流域圏連携交流会が主催する集いにご参加ください。近年川のゴミ問題が話題になってきて各地で取り組みが進められていますが、「誰の為に・・・」と原点をいっしょに考えてみませんか。高瀬川の河口です。一度お越しください。


やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/















3月3日　第16回自然と環境講演会


多くの皆さんのご参加をお願いします。一人でも多くの方々にご案内をして下さい


講師　元小中学校の校長先生を歴任　中津川敬朗　氏


演題　「木津川の歴史と地域　申し込み不要・参加費無料


京田辺市中央公民館（京田辺市役所の前）午後1時30分から16時20分まで











１８日　14時～16時


「18防賀川｢植樹祭｣


近鉄興戸駅～307号線までの間


集合307号線付近


参加者募集 参加費無料　














週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

